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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
二
十
三
年
の
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町

政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
本
町
の
一
層
の
躍
進
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
や
、
こ
の
冬
の

世
界
的
な
寒
波
傾
向
な
ど
、
地
球
環
境
に

も
や
や
異
変
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
政
で
は
、
六
月
に
新

し
い
菅
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
地
方

公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
き
び
し
く
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
生
活
圏
域
の
拡

大
な
ど
多
様
化
し
た
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
本
町
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し
て
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
活
性
化
」を
啓
発
・

支
援
し
な
が
ら
、
町
民
に
「
松
島
町
に
住

む
誇
り
」
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

の
先
に
つ
な
が
る
「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
松
島
」・「
地
域
の

均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
指
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」、「
防
災
」、「
観
光
」
を
基
軸
と
し

た
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
す
。
町

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
は
地
域
住
民
の
相
互

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
が
開
始
さ
れ
た
「
手
樽

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」、「
松
島
東
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
加
え
、
現
在
建
設
中

の
「
本
郷
区
集
会
施
設
」
な
ど
に
よ
り
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体
等
の
活
動
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　

次
に
「
防
災
」
で
す
。
近
い
将
来
に
発

生
が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
等
の
災

害
か
ら
私
た
ち
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
施
設
整
備
や

一
般
住
宅
の
耐
震
化
、
ま
た
、
地
域
の
防

災
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る
防
災
対
策
を
総
合

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
観
光
」
は
、
幅
広
い
年
代
層
や
外
国
人

観
光
客
に
対
し
て
も
「
ま
た
来
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
松
島
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
食
等
の
地
域
資
源
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
施
策
を
推
進
し
、

観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
人
口
の
さ

ら
な
る
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

た
め
に
も
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
今

後
も
徹
底
し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

り
な
が
ら
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を

持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
松
島
町
の
実

現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、

将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
二
十
三
年

が
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
が
絶
え
な
い
良
き

年
に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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▲町内での開催なので気軽に
参加できました

　町では、ハローワーク塩釜と独立

行政法人雇用 ･能力開発機構宮城セ

ンターの協力を得て、１１月３０日に

中央公民館で「1日ハローワーク in

松島」を開催しました。　

　これは、就職を希望する町民に就

職活動を始める手がかりにしてもら

うもので町内で初めて開催しました。

　当日は、事前に予約申込みをした

約２０人が参加。ハローワーク塩釜

の職員による職業紹介や職業相談、

独立行政法人雇用 ･能力開発機構宮

城センターの職員による適職診断や

技術訓練などの紹介が行われ、参加

した方々は、熱心に説明を受けてい

ました。

１日ハローワーク
in松島を開催

▲スクリーンを使っての P R コーナーを
設けました

▲焼きあがるのが待ち遠しい

▲無料試食コーナーは、長蛇の列ができるほど大盛況でした

▲あつあつのかきを
ほおばりました

　第5回松島大漁かきまつりｉｎ磯

島が１１月２３日に磯島で開催されま

した。当日はあいにくの雨模様でし

たが、大勢の観光客が松島のかきを

味わおうと集まりました。

　開会に先立ち赤間庄三実行委員長

が「夏の猛暑による影響もありまし

たが、１０月以降は実入りが良いです。

松島の新鮮なかきを存分に堪能して

楽しんでください」と挨拶しました。

殻付きかきやかき汁の試食コーナー

も設置され、観光客は買い求めたば

かりの新鮮な海産物をほおばってい

ました。

　また、会場には町内で取れた農産

物を販売する地産地消コーナーが出

店されたり、地元出身のお笑い芸人

ニードルも登場し会場を盛り上げて

いました。

第５回松島大漁かきまつり
in磯島を開催

▲おいしさに笑顔が自然にこぼれます
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　町では、屋根や外壁、床など老朽

化していた健康館デイサービスセン

ターの環境整備工事を行いました。

１１月１７日に視察に訪れた大橋町長

へ、施設の利用者から花束が贈呈さ

れ、「外は寒いですが、中に入るとと

ても暖かく、床もふかふかでぐっす

り眠れるようになりました」と感謝

の言葉が伝えられました。

　大橋町長は「皆さんが健康で快適

な毎日がすごせるように工事を行い

ました。こんなに喜んでいただき本

当に良かったです」と挨拶を返して

いました。

　また、児童福祉に取り組んでいる

希望園や保育所の床やトイレなども

改修しました。町では、今後も福祉

行政の充実を目ざし福祉施設の改修

を進めます。

福祉行政の充実を目指して
福祉施設を改修

▲第一小学校の5年生は食材の生産者と
一緒に給食を食べながら楽しく交流
しました

▲松島産はおいしい

▲昇降口に並んだ地場産品

▲施設の利用者の方から花束を受けとる大橋町長

▲綺麗に整備された
　健康館デイサービス
　センター

▲茶道体験など日本の伝統
文化を学びました

▲大橋町長を表敬訪問したアンナさん

　町では、町内の児童に松島産の食

材について理解を深めてもらおうと、

１１月２４日に「松島産を使用した特

色ある学校給食推進デー」を開催し

ました。

　町内で生産された環境保全米「い

ろはの舞」や農産物を使ったおから

炒り、豚汁などが各幼稚園や小・中

学校で給食として出されました。

　子どもたちは、「どれも全部おい

しいけど、特にご飯が甘くて美味し

い」と味わいながら残さず食べてい

ました。

松島産の特色ある給食を

　人事交流として宮城県に派遣され

ていた、ロシアのニジェゴロド州政

府職員のバビコヴァ・アンナさんが

１１月２３日から２日間来松し、松島

の観光等について研修を受けました。

　アンナさんは「松島町は歴史・自

然の面で今まで見たことがないほど

綺麗です。ロシア人から見ても松島

はとても気に入る所だと思います。

ＰＲできることがあれば何でもした

いです。」と話していました。

　また、着物の着付け体験や茶道体

験なども行い、日本の伝統文化を学

びました。

松島の魅力をロシアに








































